
 

一日講座 (講座番号 56) 

 【日時】12月 16日(土) 10:55～12:25 【場所】清泉女子大学（五反田駅から徒歩 10分） 

【受講料】 一般：1,500円／アカデミア会員・泉会・麗泉会・発展協力会：1,000円 

包括協定締結校在学生：500円／本学在学生：無料（発展協力会の支援による） 

【受講方式】対面講座ですがオンライン視聴可(後日配信はありません。オンライン希望の方はWEBよりお申込ください) 

【申込方法】下記いずれかの方法でお申込みください。(QRコードはWEB申込フォームにアクセスします) 

① Web：清泉女子大学公式Webサイト「生涯学習講座」より「WEB申込フォーム」をご利用ください。 

② 電話：03-3447-5551（代）平日 9:00～17:00 

 「清泉ラファエラ・アカデミア一日講座申込」とお申し出ください。 

③ 一日講座専用申込書（窓口提出または FAX：03-5421-3212） 

【問合せ先】清泉女子大学 生涯学習センター  03-3447-5551（代）平日 9:00～17:00 

※今後の感染状況等により、変更や中止となる場合もございます。最新情報は公式 Webサイトに掲載しています。 

講師 田中 典子 清泉女子大学教授 
 

ほぼ 10 年間ほど、出勤前に母と電話で会話することを

習慣にし、母の許可を得てその会話をデータに言語研

究をしていました。その母が認知症になり、今度は母と

の会話を基に、私の専門である語用論の視点から認知

症と共に生きる人の気持ちを考え、それを大学の紀要

に連載してきました。例えば、母と私の関係がどのように

変化しそれが会話にどう影響したか、認知症を抱えなが

らも母がどのような形で人に配慮を示したか、などです。

今回お話しする機会を頂き、改めて亡き母とのやりとりを

振り返り、そこからどのようなことがくみ取れるか、考えて

みたいと思います。 

認知症と共に 

生きるということ 
母と娘の会話から考える 

「母と私」 


